

ホームページ同好会資料051203.doc

＜ホームページ同好会資料＞
2005/12/3
NvuによるHTMLソースファイルの新規制作
裏方
1. 概要

この資料はNvuによるHTMLソースファイルの新規制作について述べる。（プルダウンメニューで説明するが同一機能のアイコンのある場合は括弧付で表示。）
2. Nvuのインストール方法→資料参照。
3. Nvuを起動する。
1 画像の貼り付け：
挿入→（画像）→代替テキスト

（注）アイコンの使用も可能

2 見出し（H1～H6）の作り方：

書式→段落→見出し(1)
または、２段目のプルダウンメニューから選択

（注1）文字列を選択して後で見出しとすることも可能

（注2）見出しの背景色の指定は筆マークのアイコン（ハイライト文字色の選択）で行う。（プルダウンメニューにはないようだ。）
3 リストの作り方：

書式→リスト→順番つき(ol)
行末で改行すると項目が１行追加される。

入れ子をつくる場合はリスト番号のみの新しい行をつくり、書式→「インデントを１段深くする」。右クリックでプロパティを選択し、表示の種類（●○■）を変更。

4 保存：

最初は「文字コードを指定して保存」としたほうがよい。（後で変更可能。）「ページタイトル」を記入し「日本語(Shift_JIS)」を選択。ファイル名はページタイトルが表示されるがASCIIで振りなおすこと。
5 リンクの設定：

挿入→（リンク）→「リンク対象」にURL→「リンクターゲット」に新しいウインドウを開くなど指定。

6 水平線（HR）

挿入→水平線

右クリックでプロパティ指定（色の指定？）
7 テーブル
挿入→（テーブル）

8 準備中
4. 付録　Nvu（エヌヴュー）を使ってみよう
http://www.kcn-net.org/senior/service/hmpg/shiryo.html　に掲載中。
（１）NvuはMozillaが開発中のWYSIWYG型のComposerである。 
· 日経BPの解説記事 ・・・特徴など 
· 日本公式サイト・・・解説もあります
· Nvu 取り扱い説明書・・・和訳（いま一歩）
· CSS 取り扱い説明 ・・・要領を得ない
（２）DL手順
· 本体（英語版）のDLを先に行う・・・ Binaries nvu-1.0-win32-installer-full.exe　を選択
· 日本語化パッケージをDL する
· Nvuを起動し、Tools→Extensions→DLした日本語化パッケージファイルを選択→Instal→Nvu を一度閉じて再起動すると、以後は日本語化する。
以上

（参考図）
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← 画像の挿入
← H1（背景付）

← H2
←　リスト（入れ子）

← リンク設定
← テーブル

← アドレス
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